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介護予防・ボランティアポイント 
の対象事業です。
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記号の説明

広報くまの ９月号 
今月の表紙

『動物愛護』について考えてみませんか？

みなさんはペットを飼っていますか？ 

９月 20日～26日は「動物愛護週間」です。 

私たちの生活に“幸せ”と“彩り”を与えてくれる
かけがえのない存在であるペット。しかし、ペッ
トと暮らすということは、彼らの命を預かるとい
うことです。 

この機会に、人と動物が共生できる社会を実現
させるために必要なモラルとマナーを学び、動物
愛護について考えてみませんか？ 

関連記事：15ページ 
「『ペットを飼う』ということ」

いよいよスタート！食缶方式の全員給食！

日本の学校給食の歴史と、町の学校給食の始まり

日本の学校給食は、明治22年に山形県の小学校で昼食を提供したことが始まりとされてお
り、その後、昭和 29年に『学校給食法』が制定され、学校給食は“生きた教材”として、子ども
たちの教育に生かされてきました。

平成 28 年からは中学校で
も同様の形態での給食の提
供が開始されました。 

平成 28 年 12 月 
中学校給食開始

町では、県営熊野団地造成以降の人口急増とともに給
食実施を希望する声が大きくなり、昭和 59 年、当時は
まだ全国でも珍しかった民間委託による希望選択制の
ランチボックス方式の給食が小学校で導入されました。

平成初期頃の給食▼

昭和 59 年２月 
小学校給食開始

学校給食費（令和７年度）は、物価高騰の影響によ
る保護者負担の軽減のため、一部を町が負担すること
とし、以下のとおりとします。 

そして、９月からは、“全員給食”や“温かい給食”を希望する声を受け、さらなる食育の充実
を進めるため、児童生徒全員への食缶方式での給食の提供を開始します。

＜１食あたりの給食費＞ 
学校給食費 町負担分 保護者負担分

小学校 270円
中学校 350円 30円 320円

300円 30円

本町の宝である子どもたちの健やかな成長を願って（町長 三村裕史） 

食缶方式の全員給食への期待

学校給食を「生きた教材」としてさらなる食育を推進（教育長 平岡弘資）
これまでの希望選択制による学校給食提供にご尽力いただいた皆様に感謝
いたします。 
食缶方式では、子どもたちが給食当番でお互いに給食を注ぎ分け、同じ献立

をみんなで食べ、楽しくて学びの多い給食時間を協力して作り上げることが大
切です。こうした食育がさらに充実したものとなるよう取り組んでいきたいと
考えています。保護者や地域の皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。

便利で手軽に情報を！ 
ぜひみんなにも使って 

もらいたいりん♪

公式 SNS でも生活に役立つ情報を発信中!! 
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3 特集「いよいよスタート！ 
食缶方式の全員給食！」

4 第 91回 筆まつり 
6 連載特集「つながるつなげる（その 15）」 
8 いきいきくまの（当番医・保健行事） 
10 けんこう通信 
11 くまの・こども夢プラザ 

子育て支援センター通信 
12 ハロー！公民館・図書館です 
14 ぼくたちの学校！わたしたちの学校！ 
15 特集「『ペットを飼う』ということ」 
16 筆の里工房 

17 暮らしの情報 
＜Pick UP！＞  
〇各種相談窓口をご利用ください 
〇熊野陸上競技大会 

〇やなせたかし 色と言葉のパレット 
〇はなととり 

笑顔でつなぐ～2025くまのリレーフェス～
〇東京2025デフリンピックのキャラバンカー
が来庁しました 
〇９月１日は「防災の日」です 
〇熊野で国際交流をしませんか？ 
〇マイナンバーカード受け取りのための夜間・
休日開庁のお知らせ 
〇-令和７年国勢調査- かんたん・便利な 
“インターネット回答”がおすすめです 

飼い主は、ペットが幸せに、そして、健康に暮
らせるようにするとともに、近隣などへ迷惑を及
ぼさないようにする責任があります。 

※料金や申し込みなどの記載がないもの
は無料、申し込み不要です。

41年前に希望選択制によるランチボックス方式の学校給食を開始して以
来、町民の皆様から温かい給食を希望する声が多く寄せられるなか、その期待
にお応えすることができ、大変嬉しく思います。 
町では、町民の誰もがいつまでも幸せに暮らしていけるよう、本町の未来を
担う子どもたちが健やかに学び暮らせるまちの実現に取り組んでまいります。
引き続き、皆様方のお力添えをいただきますようお願い申し上げます。

(教育総務課)
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